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　携帯電話の音声は聞きづらいことがある。
その理由の一つは、音声が突然に数 100ms
のあいだ途切れるからである 1)。純音や白色
雑音などの無意味な音の場合には、途切れ
開始時（offset）に、これらの音の始まり時
（onset）とほぼ同じ活動を生じさせることが
すでに知られている。しかし、音声の途切れ
（図 1）の開始（offset）は、音エネルギーの
offset だけでなく、意味の流れの offset も生
じさせるので、無意味音の offset とは異なる
脳活動を生じさせるであろう。われわれは、
音声の途切れによってどのような脳活動がひ
きおこされるのかを脳磁計測法（MEG）を
用いて調べた 2)。
　11 人の被験者のうち 8人で、音声の offset
に対し両大脳半球上で明確な反応が得られ
た。左半球上での反応は、側頭葉内の 1つの
電流ダイポール（活動源を表現するモデル）
で説明可能であった。右半球上の反応は複雑
であったが、8人のうち 7人では、側頭葉と
下頭頂葉内の 2つのダイポールで説明可能で
あった。図 2は下頭頂葉内のダイポールの位
置を、脳の前額断面（左上）、水平断面（左下）、

矢状断面（右上）上に示している。矢状断面
上には右側頭葉内のダイポールも見える。コ
ントロールとして用いた純音の offset に対し
て頭頂葉内のダイポールは出現せず、その反
応は左右側頭葉内の 2つのダイポールだけで
説明可能であった。PETや fMRI などを用い
たいくつかの先行研究 3) から、当研究で見い
だされた右半球頭頂葉の活動は、音の物理的
変化そのものに対する反応ではなく、よりグ
ローバルな聴覚的注意を示すと考えられる。
　当研究の発端は、“自動車運転中に携帯電
話を使うとなぜ交通事故が発生しやすいの
か”という人間工学の問題を脳科学の手法で
解明したいということだった。われわれは、
当実験結果から次のような推論をしている。
まず自動車内では携帯電話の音声がひんぱん
に途切れる（未発表データ）。音声が途切れ
ると右頭頂葉が過渡的に活動する。それで聴
覚的注意の資源が浪費される。自動車運転に
は視覚を主に用いるが、聴覚的注意も必要で
ある。したがって音声の途切れが自動車運転
を危なくさせる多くの原因のうちの 1つにな
るであろう。
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図1　音声の途切れ

図2　右半球頭頂葉内の電流ダイポールの位置と方向


